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戦
国
北
条
五
代

ゆうきまさみ、

太鼓判！
北条氏入門の決定版─待望の新書化。

『新九郎、奔
はし

る！』の第一歩は、この本を手に
とった瞬間に始まりました。小田原北条氏の事
蹟と運命を知るにはもって
来いの一冊であり、またこ
の新版では増補も充実し
ていて大満足であります!
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は
し
が
き

　

戦
国
大
名
北
条
氏
（
小
田
原
北
条
氏
、
後
北
条
氏
と
も
称
さ
れ
る
）
は
、
初
代
伊い

勢せ

宗そ
う

瑞ず
い

（
い
わ
ゆ
る
北
条
早
雲
）

が
明め

い

応お
う

二
年
（
一
四
九
三
）
に
伊
豆
に
乱
入
し
て
か
ら
、
五
代
氏う

じ

直な
お

が
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
小
田
原

合
戦
で
滅
亡
す
る
ま
で
、
五
代
一
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
関
東
に
覇
を
唱
え
た
、
全
国
的
に
も
有
数
の
戦

国
大
名
で
あ
る
。
宗
瑞
の
伊
豆
乱
入
は
、
戦
国
時
代
の
幕
開
け
と
も
い
わ
れ
、
小
田
原
合
戦
は
、
羽
柴
秀

吉
の
天
下
一
統
を
遂
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
北
条
氏
五
代
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
戦
国
時
代
そ
の
も
の

に
一
致
し
て
い
た
。

　

北
条
氏
は
、
一
般
的
に
は
、
武
田
氏
・
上
杉
氏
な
ど
に
比
べ
、
そ
の
知
名
度
は
低
い
が
、
戦
国
大
名
研

究
に
お
い
て
は
、
最
も
中
心
的
な
存
在
に
あ
る
。
そ
れ
は
領
国
支
配
に
関
わ
る
史
料
が
、
他
の
ど
の
大
名

よ
り
も
、
豊
富
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
、
は
や
く
明
治
時
代
か
ら
、
北
条
氏
は
戦
国

大
名
研
究
の
な
か
で
中
心
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
は
、
現
在
で
も
同
様
で
あ
り
、
北
条
氏
を

主
題
と
し
た
専
門
書
は
、
他
の
大
名
に
比
し
て
最
も
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
北
条
氏
に
つ
い
て
の
通
史
・
一
般
書
と
な
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
存
在
し
て
い
な
い
。
初
代

宗
瑞
に
つ
い
て
、
杉
山
博
氏
の
『
北
条
早
雲
』、
下
山
治
久
氏
の
『
北
条
早
雲
と
家
臣
団
』
が
あ
る
。
最
近

で
は
、
三
代
氏
康
に
つ
い
て
、
山
口
博
氏
の
『
北
条
氏
康
と
東
国
の
戦
国
世
界
』
が
出
さ
れ
た
。
小
田
原

合
戦
に
つ
い
て
は
、
相
田
二
郎
氏
の
『
小
田
原
合
戦
』、
下
山
治
久
氏
の
『
小
田
原
合
戦
』
が
あ
る
が
、
北

条
氏
全
体
を
扱
っ
た
も
の
は
、
鈴
木
良
一
氏
の
『
後
北
条
氏
』
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
北
条
氏

の
領
国
支
配
を
中
心
に
叙
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
五
代
の
政
治
動
向
に
つ
い
て
は
、
簡
略
さ
は
否
め
な

い
。
む
し
ろ
同
書
の
刊
行
後
に
、
五
代
の
政
治
動
向
に
つ
い
て
の
解
明
が
大
き
く
す
す
ん
で
い
る
。

　

そ
の
た
め
本
書
で
は
、
そ
う
し
た
近
年
に
お
け
る
研
究
成
果
を
充
分
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
心
が
け
、

北
条
氏
五
代
に
つ
い
て
、
政
治
動
向
を
中
心
に
叙
述
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。
本
書
に
よ
っ
て
、
北
条

氏
五
代
の
動
向
が
多
く
の
方
々
に
容
易
に
つ
か
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
領
国
支
配
に
つ
い
て

は
、
三
代
氏
康
を
題
材
に
し
た
『
戦
国
大
名
の
危
機
管
理
』（
吉
川
弘
文
館
）
で
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら

を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
本
書
で
は
、
部
分
的
に
、
直
接
・
間
接
に
い
く
つ
か
の
既
発
表
の
文
章
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
の

で
、
参
考
ま
で
に
あ
げ
て
お
く
。
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「
小
田
原
北
条
氏
の
成
立
」（『
小
田
原
市
史
通
史
編
原
始
・
古
代
・
中
世
』
第
八
章
第
一
節
）

「
小
田
原
北
条
氏
権
力
の
変
質
」（
同
右
書
第
一
三
章
第
一
節
）

「
豊
臣
政
権
と
の
交
渉
」（
同
右
書
第
一
三
章
第
二
節
）

「
そ
の
後
の
北
条
氏
」（
同
右
書
第
一
三
章
第
四
節
）

「
北
条
『
新
九
郎
』
氏
政
に
つ
い
て
」（『
戦
国
史
研
究
』
二
一
号
）

「
北
条
早
雲
の
事
績
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
お
だ
わ
ら
』
九
号
）

「
北
条
早
雲
」（『
歴
史
読
本
』
平
成
九
年
三
月
号
）

「
北
条
早
雲
の
戦
い
」「
早
雲
、
下
剋
上
の
背
景
」「
公
方
権
力
を
背
景
に
し
た
氏
康
の
領
国
拡
大
」（
歴
史

群
像
シ
リ
ー
ズ
『
戦
国
合
戦
大
全
　
上
巻
』）

（
新
版
に
あ
た
っ
て
）

　

本
文
に
は
、
逐
一
史
料
典
拠
を
示
し
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
専
門
的
に
調
べ
よ
う
と
す
る
方
々
の
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
般
の
方
々
に
は
煩
雑
で
あ
ろ
う
か
ら
、
遠
慮
な
く
読
み
飛
ば
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
北
条
氏
関
係
の
基
本
史
料
集
で
あ
る
、『
戦
国
遺
文
後
北
条
氏
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編
』『
小
田
原
市
史
史
料
編
』
中
世
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
史
料
番
号
を
、
戦
〜
・

小
〜
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
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一
　

宗
瑞
の
台
頭

伊
勢
宗
瑞
の
出
自

　

伊
勢
宗
瑞
は
「
北
条
早
雲
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
す
で
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

宗
瑞
自
身
が
「
北
条
」
名
字
を
称
し
た
こ
と
は
な
く
、「
伊
勢
」
名
字
が
「
北
条
」
名
字
に
改
め
ら
れ
る
の

は
、
子
の
氏う

じ

綱つ
な

の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
早
雲
」
と
い
う
の
は
、「
早
雲
庵
」
と
い
う
出
家
後
の
庵
号

を
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
出
家
後
に
称
し
た
法
名
が
「
宗
瑞
」
で
あ
る
。
当
時
、
宗
瑞
は
、
領
国
支
配
等

の
た
め
に
発
給
し
た
文
書
に
も
「
宗
瑞
」
の
法
名
で
署
名
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
が
正
式
に
用
い
た
名
は

「
宗
瑞
」
で
あ
っ
た
。
歴
史
上
の
人
物
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
名
字
と
実
名
（
あ
る
い
は
法
名
）
を
合

わ
せ
て
呼
称
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
た
め
、
以
下
で
は
、
も
は
や
「
北
条
早
雲
」
と
い
う
呼
称
は
用
い
ず
、

「
伊
勢
宗
瑞
」
の
名
を
用
い
る
。

　

宗
瑞
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
初
期
か
ら
明
確
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
諸
説

が
存
在
し
て
い
る
。
一
般
に
宗
瑞
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
備
中
伊
勢
氏
説
・
京
都
伊
勢
氏
説
・
伊
勢
素
浪

人
説
が
あ
り
、
そ
の
生
国
に
つ
い
て
は
、
備び

っ

中ち
ゅ
う

国
説
・
山や

ま

城し
ろ

国
京
都
説
・
同
宇
治
説
・
大
和
国
在
原
説
・
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伊
勢
国
説
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
諸
説
を
も
と
に
明
治
時
代
以
降
の
研
究
者

に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
生
国
と
住
国
の
混
同
、
伊
勢
氏
の
出
自
と
宗
瑞
の
出
自
の
混
同
な

ど
、
必
ず
し
も
正
確
な
整
理
と
は
い
え
な
い
面
も
み
ら
れ
る
。
実
際
に
江
戸
時
代
前
期
に
成
立
し
て
い
る

良
質
の
系
図
・
軍
記
類
に
み
え
て
い
る
も
の
は
、
備
中
国
出
身
、
伊
勢
氏
の
本
宗
家
で
あ
る
室
町
幕
府
政ま

ん

所ど
こ
ろ

執し
つ

事じ

伊
勢
貞さ

だ

親ち
か

の
近
親
と
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
具
体
的
な
出
自
を
み
て
い
く
と
、
備
中
伊
勢

盛
定
の
子
盛
時
の
後
身
（「
続
群
書
類
従
」
所
収
伊
勢
系
図
）、
伊
勢
貞
親
の
子
貞さ

だ

辰と
き

の
後
身
（「
続
群
書
類
従
」
所

収
伊
勢
系
図
別
本
）、
貞
親
の
弟
貞
藤
の
子
（「
異
本
小
田
原
記
」）、
貞
親
・
貞
藤
の
一
族
貞
通
（
貞
雅
、
貞
親
の
父

貞
国
の
従
兄
弟
）
の
子
（「
続
群
書
類
従
」
所
収
伊
勢
系
図
・「
北
条
五
代
記
」）、
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
母
を
貞
国

（
貞
親
の
父
）
の
娘
と
明
記
す
る
も
の
（「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
所
収
北
条
系
図
）、
貞
親
の
甥
で
「
盛
時
」
の
子
と

す
る
も
の
（「
今
川
家
譜
」）
も
あ
る
。

　

つ
い
近
年
ま
で
、
宗
瑞
の
出
自
に
つ
い
て
通
説
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
伊
勢
素
浪
人
説
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
実
際
に
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
近
年
に
お
け
る
関
係

史
料
の
発
掘
、
実
証
研
究
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
現
在
に
お
い
て
は
、
備
中
伊
勢
盛
定
の
次
男
伊
勢
新

九
郎
盛
時
の
後
身
で
、
母
は
伊
勢
氏
本
宗
家
の
伊
勢
貞
国
の
娘
で
、
貞
親
・
貞
藤
ら
の
甥
に
あ
た
る
、
と

す
る
説
が
も
っ
と
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
（
小
和
田
哲
男
『
後
北
条
氏
研
究
』
他
）。
こ
れ
に
対
し
て
有
力
な
反

23 第 1章　　伊 勢 宗 瑞



証
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
宗
瑞
の
出
自
に
つ
い
て
は
こ
の
説
が
ほ
ぼ
確
定
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
最
近
に
な
っ
て
、
家
永
遵
嗣
氏
に
よ
っ
て
（『
室
町
幕
府
将
軍
権
力
の
研
究
』
他
）、
盛
定
・
盛
時
父
子
と
駿

河
今
川
氏
と
の
政
治
的
関
係
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
確
実
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
宗
瑞
の
実
名
に
つ
い
て
は
、
長な

が

氏う
じ

・
氏う

じ

茂し
げ

・
氏う

じ

盛も
り

な
ど
と
い
う
所
伝
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
実
名
が

当
時
の
史
料
に
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
の
実
名
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に
宗

瑞
の
系
譜
を
作
成
す
る
過
程
で
生
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

宗
瑞
の
年
齢
へ
の
疑
問

　

宗
瑞
は
、
通
説
で
は
永え

い

享ぎ
ょ
う

四
年
（
一
四
三
二
）
生
ま
れ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宗
瑞
の
享
年
を
八
十

八
歳
と
す
る
記
載
か
ら
逆
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
宗
瑞
が
盛
定
の
子
、
貞
親
の
外
甥
と
い
う
系

譜
関
係
も
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
そ
の
後
の
動
向
か
ら
み
て
も
、
こ
の
年
齢
に
は
あ
ま
り

に
も
難
点
が
多
す
ぎ
る
。
し
か
し
こ
の
宗
瑞
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
史
料
に
そ
の
旨
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
そ
の
旨
の
記
載
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
享
保

十
年
（
一
七
二
五
）
成
立
の
軍
記
物
「
関
八
州
古
戦
録
」
や
、
江
戸
時
代
後
期
成
立
の
「
寛か

ん

政せ
い

重ち
ょ
う

修し
ゅ
う

諸し
ょ

家か

譜ふ

」
所
収
北
条
系
図
な
ど
ま
で
下
る
も
の
と
な
る
。
最
も
早
い
と
み
ら
れ
る
も
の
も
、
天
和
年
間
（
一
六
八
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一
〜
四
）
以
降
の
成
立
の
「
伊
勢
系
図
」（「
続
群
書
類
従
」
巻
一
四
一
）
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
そ
れ
よ
り
以
前
の
江
戸
時
代
前
期
に
成
立
し
た
、「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
所
収
北
条
系
図
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
の
北
条
氏
系
図
や
、「
異
本
小
田
原
記
」「
北
条
五
代
記
」
な
ど
の
北
条
氏
を
主
題
と
し

た
軍
記
物
に
は
、
宗
瑞
の
年
齢
の
記
載
は
一
切
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
宗
瑞
の
子
氏
綱
以

降
の
歴
代
に
つ
い
て
は
享
年
の
記
載
が
み
ら
れ
て
い
る
が
、
北
条
氏
五
代
の
う
ち
初
代
の
宗
瑞
の
み
享
年

に
関
す
る
記
載
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
前
期
に
お
い
て
、
宗
瑞
の
年
齢
が
、
そ
の
子

孫
で
も
不
明
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
に
宗
瑞
の
年
齢
に
関
す
る
新
史
料
が

発
見
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
か
ら
登
場
し
て
き
た
、
宗
瑞
の
享
年
八
十

八
歳
説
と
い
う
の
は
、
一
種
の
「
創
作
」
と
考
え
ら
れ
る
。

北
河
殿
と
の
関
係

　

宗
瑞
の
享
年
八
十
八
歳
説
が
後
世
に
お
け
る
「
創
作
」
で
あ
り
、
宗
瑞
の
年
齢
が
白
紙
の
状
態
と
な
る

と
、
現
在
の
通
説
で
は
宗
瑞
の
妹
と
さ
れ
て
い
る
北き

た

河が
わ

殿ど
の

（
今
川
義
忠
室
）
と
の
兄
弟
関
係
に
つ
い
て
も
、

改
め
て
確
認
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
北
河
殿
を
宗
瑞
の
妹
と
す
る
現
在
の
通
説
も
、
宗
瑞
の
享
年
八
十

八
歳
説
に
基
づ
い
て
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
前
期
に
成
立
し
た
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各
種
の
系
図
・
軍
記
物
類
を
み
て
み
る
と
、
い
ず

れ
も
北
河
殿
は
宗
瑞
の
姉
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
今
川
氏
側
の
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」

所
収
今
川
系
図
や
「
今
川
記
」
な
ど
に
お
い
て
も
、

い
ず
れ
も
北
河
殿
は
宗
瑞
の
姉
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
小
和
田
哲
男
氏
は
、
内
閣
文

庫
本
「
宗そ

う

長ち
ょ
う

記き

」
に
お
け
る
北
河
殿
に
つ
い
て
の

「
北
条
早
雲
の
妹
」
と
い
う
傍
注
の
存
在
か
ら
、
北

河
殿
が
宗
瑞
の
妹
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
し
て
い
る
が
（『
後
北
条
氏
研
究
』）、
そ
の
注
記
は
後
筆
で
あ
り
、

し
か
も
「
北
条
早
雲
」
と
い
う
表
記
の
仕
方
か
ら
、
か
な
り
時
代
の
下
る
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
こ
に
史
料

性
を
見
出
す
の
は
困
難
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
北
河
殿
は
一
貫
し
て
宗
瑞
の
姉
と
所
伝
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
所
伝
は
事
実

を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
む
し
ろ
宗
瑞
の
享
年
八
十
八
歳
説
そ
の
も
の
が
成
立
し
な
い
こ

と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
江
戸
時
代
に
お
け
る
一
貫
し
た
所
伝
の
存
在
や
、
北
河
殿
の
嫡
子
氏
親
（
文

明
五
年
＝
一
四
七
三
生
ま
れ
）
と
宗
瑞
の
嫡
子
氏
綱
（
長
享
元
年
＝
一
四
八
七
生
ま
れ
）
の
生
年
の
差
な
ど
か
ら
み

盛
継

頼
継

盛
経

教
経

経
久

貞
信

貞
行

貞
長

貞
通

貞
国

貞
親

貞
宗

貞
藤

盛
継

盛
定

北
川
殿

盛
時

政
清

女
子

六
郎

元
続

（
小
笠
原
）

盛
経

貞
興

盛
継

貞
辰

図 1　伊勢盛時関係系図
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れ
ば
、
北
河
殿
は
宗
瑞
の
姉
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
正
し
い
。
北
河
殿
は
、
文
明
五
年
に
嫡
子
氏
親
を
生

む
が
、
そ
れ
以
前
に
一
女
（
三
条
実
望
室
）
を
生
ん
で
い
る
。
そ
の
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
氏
親
出
生
の

一
、
二
年
前
、
お
よ
そ
文
明
三
〜
四
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
北
河
殿
が
今
川
義
忠
に
嫁
し
た
の
は
、
さ
ら

に
そ
の
一
、
二
年
前
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
和
田
氏
は
、「
今
川
記
」
の
記
述
を
も
と

に
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
と
推
定
し
て
お
り
、
妥
当
な
と
こ
ろ
と
み
ら
れ
る
。
北
河
殿
の
年
齢
に
つ
い

て
も
不
明
で
あ
る
が
、
遅
く
み
て
こ
の
時
十
五
歳
と
仮
定
し
て
も
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
以
降
の
生
ま

れ
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
弟
で
あ
る
宗
瑞
は
、
早
く
て
も
享
徳
年
間
（
一
四
五
二
〜
五
）
以
降

の
生
ま
れ
と
推
定
さ
れ
る
。

宗
瑞
の
実
際
の
生
年

　

宗
瑞
の
年
齢
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、「
異
本
小
田
原
記
」「
北
条
五
代
記
」
と
い
う
比
較
的
信
頼
性
の
高
い
軍
記
物
に
、
宗
瑞
は
子ね

年ど
し

生
ま

れ
と
す
る
記
載
が
み
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
軍
記
物
に
み
え
る
記
載
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
事
実

を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
不
安
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
宗
瑞
の
享
年
に
つ
い
て
の
記

載
は
み
ら
れ
な
い
か
ら
、
生
ま
れ
の
干え

支と

の
み
伝
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
、
む
し
ろ
そ
れ
ゆ
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え
に
こ
そ
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
享
徳
年
間
に
最
も
近
い
子
年
は
、
康
正
二
年
（
一
四
五

六
）
で
あ
る
。
他
に
宗
瑞
の
年
齢
を
特
定
で
き
る
材
料
が
み
ら
れ
な
い
か
ら
、
軍
記
物
に
み
え
る
所
伝
で

は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
仮
説
と
し
て
、
宗
瑞
の
生
年
は
康
正
二
年
と
す
る
説
を
提
示
し
て
お

き
た
い
。
通
説
の
年
齢
か
ら
は
、
二
十
四
歳
下
回
る
も
の
と
な
り
、
そ
の
享
年
は
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
こ
の
仮
説
に
基
づ
い
て
、
以
後
に
お
け
る
宗
瑞
の
動
向
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
く
と
、
年

齢
的
に
は
全
く
無
理
の
な
い
も
の
と
な
る
。
宗
瑞
に
つ
い
て
は
、
よ
く
大
器
晩
成
な
ど
と
評
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
全
く
の
誤
り
と
な
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
宗
瑞
の
享
年
八
十
八
歳
説
成
立
に
つ
い
て
若
干
の
所
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず

八
十
八
歳
と
い
う
年
齢
そ
の
も
の
が
、
米
寿
と
い
う
長
命
を
祝
う
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
江
戸
時
代
前
期

に
お
い
て
そ
の
事
績
が
伝
説
化
し
て
い
た
宗
瑞
の
年
齢
に
、
そ
う
し
た
長
命
の
祝
年
が
あ
て
ら
れ
た
と
も

み
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
生
年
に
あ
た
る
永
享
四
年
は
、
実
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
一
部
に
宗
瑞
の
父
に

比
定
さ
れ
て
い
た
伊
勢
貞
藤
（
文
明
十
四
年
に
五
十
一
歳
、
延
徳
三
年
＝
一
四
九
一
死
去
）
の
生
年
で
あ
っ
た
（
大

塚
勲
「
北
条
早
雲
の
年
齢
に
つ
い
て
」）。
宗
瑞
は
こ
の
貞
藤
の
子
、
あ
る
い
は
孫
と
す
る
説
が
江
戸
時
代
中
期

に
は
成
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
宗
瑞
の
生
年
が
貞
藤
の
そ
れ
と
混
同
さ
れ
た
こ
と
と
大
い
に

関
係
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
宗
瑞
と
貞
藤
と
の
系
譜
関
係
の
成
立
が
先
か
、
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宗
瑞
の
永
享
四
年
生
ま
れ
説
の
成
立
が
先
か
は
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
仮
に
、
八
十
八
歳
説

に
典
拠
が
存
在
し
た
と
し
て
、
実
際
に
は
「
八
八
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
八
・
八
」、

す
な
わ
ち
八
×
八
＝
六
十
四
を
示
す
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
は
、
先
に
子
年
生
ま
れ
の
所
伝
に
基
づ
い
て
推

定
し
た
、
康
正
二
年
生
年
説
の
結
果
に
ち
ょ
う
ど
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
瑞
の
享

年
八
十
八
歳
説
と
い
う
も
の
は
、
多
く
の
所
伝
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

今
川
氏
と
の
関
係

　

宗
瑞
の
父
伊
勢
盛
定
は
、
伊
勢
氏
の
一
族
で
備
中
国
荏
原
郷
（
岡
山
県
井
原
市
）
等
を
所
領
と
し
た
備
中

伊
勢
氏
の
庶
子
で
、
本
宗
家
の
伊
勢
貞
国
の
娘
、
す
な
わ
ち
貞
親
の
姉
妹
を
妻
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

備
中
伊
勢
氏
の
庶
子
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
本
宗
家
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
盛
定
は
は
じ

め
新し

ん

左ざ

衛え

門も
ん
の

尉じ
ょ
う、

次
い
で
備
中
守
、
備
前
守
を
称
し
た
。
こ
の
う
ち
備
中
守
の
受ず

領り
ょ
う

名め
い

は
、
本
宗
家
の

子
弟
な
ど
、
伊
勢
氏
に
お
い
て
は
本
宗
家
に
次
ぐ
政
治
的
地
位
に
あ
る
人
物
が
名
乗
っ
て
お
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
盛
定
が
、
本
宗
家
に
と
っ
て
重
要
な
政
治
的
位
置
を
占
め
て
い
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
こ
れ
は
盛
定
が
、
貞
親
の
義
弟
で
あ
っ
た
こ
と
に
拠
っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
盛
定
の
あ
と
の
備
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中
守
の
受
領
名
は
、
貞
親
の
弟
貞
藤
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
盛
定
の
事
績
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、

伊
勢
本
宗
家
と
駿
河
今
川
氏
と
の
間
に
あ
っ
て
、
本
宗
家
か
ら
今
川
氏
宛
に
出
さ
れ
る
文
書
の
文
案
作
成

を
行
う
な
ど
の
取
次
の
役
割
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
盛
定
の
娘
（
盛
時
の
姉
、
後
の
北
河
殿
）
が
、

応
仁
元
年
頃
に
今
川
義
忠
の
正
室
と
な
る
の
も
、
そ
う
し
た
政
治
的
関
係
に
基
づ
い
て
い
た
。

　

宗
瑞
の
前
身
で
あ
る
伊
勢
盛
時
は
、
盛
定
の
次
男
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
兄
と
さ
れ
る
貞
興
の
動

向
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
盛
時
は
早
く
か
ら
そ
の
嫡
子
の
立
場
に
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
そ
し
て
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
六
月
二
日
に
、
備
中
国
荏
原
郷
内
に
所
在
し
、
菩
提
寺
で
あ
る
長

谷
法
泉
寺
（
同
県
井
原
市
）
に
禁き

ん

制ぜ
い

を
下
し
て
い
る
（「
法
泉
寺
文
書
」
小
Ⅱ
四
〇
）。
こ
れ
が
盛
時
の
史
料
上
に

お
け
る
初
見
で
あ
る
。
康
正
二
年
誕
生
説
に
基
づ
け
ば
、
時
に
十
六
歳
で
あ
る
。
次
い
で
「
賦く

ば
り

引ひ
き

付つ
け

」
同

十
三
年
九
月
十
八
日
条
（
小
Ⅰ
二
九
二
）
に
「
伊
勢
新
九
郎
盛
時
」
の
名
が
み
え
る
。
そ
し
て
同
十
五
年
十

月
十
一
日
に
、
室
町
幕
府
九
代
将
軍
足あ

し

利か
が

義よ
し

尚ひ
さ

（
義
政
の
子
）
の
申も

う
し

次つ
ぎ

衆し
ゅ
うと

な
り
（「
慈
照
院
殿
年
中
行
事
」
小

Ⅰ
二
九
三
）、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
四
月
ま
で
、
申
次
衆
と
し
て
の
活
動
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（「
親
長

卿
記
」
小
Ⅰ
二
九
四
）。
さ
ら
に
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
か
ら
同
二
年
頃
ま
で
に
は
、
室
町
幕
府
将
軍
の
直
属

軍
を
構
成
す
る
、
奉
公
衆
に
な
っ
て
い
る
（「
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
」
小
Ⅰ
二
九
六
）。
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駿
河
へ
の
下
向

　

こ
れ
よ
り
以
前
の
応
仁
年
間
（
一
四
六
七
〜
九
）
に
、
宗
瑞
は
伊
勢
に
下
っ
て
今
出
川
殿
足
利
義
視
（
義
政

の
弟
、
義
尚
の
叔
父
）
に
仕
え
、
そ
の
後
尾
張
に
移
り
、
さ
ら
に
義
兄
今
川
義
忠
を
頼
っ
て
駿
河
に
下
向
し

た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
駿
河
に
滞
留
し
、
文
明
八
年
の
義
忠
死
後
に
お
け
る
今
川
氏
の
家
督
相

続
を
め
ぐ
る
内
乱
に
お
い
て
、
姉
北
河
殿
・
甥
竜た

つ

王お
う

丸ま
る

（
氏
親
）
を
助
け
て
、
そ
の
調
停
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
、
乱
後
に
そ
の
功
賞
と
し
て
竜
王
丸
か
ら
駿
河
国
富
士
郡
下し

も

方か
た
の

荘し
ょ
う（

静
岡
県
富
士
市
）
と
駿す

ん

東と
う

郡ぐ
ん

興こ
う

国こ
く

寺じ

城
（
同
県
沼
津
市
）
を
与
え
ら
れ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（「
異
本
小
田
原
記
」
な
ど
）。
こ
の
所
伝
は
、

宗
瑞
の
今
川
家
中
に
お
け
る
華
々
し
い
台
頭
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
前
後
に
お
け
る
京

都
で
の
活
動
と
整
合
性
が
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
年
齢
の
若
さ
と
も
相
ま
っ
て
、
多
分
に
伝
説
性
が

感
じ
ら
れ
、
史
実
と
し
て
は
大
い
に
疑
問
が
残
る
。

　

む
し
ろ
長
享
元
年
十
一
月
に
、
義
忠
の
死
後
に
実
際
に
今
川
氏
の
家
督
の
地
位
に
あ
っ
た
、
今
川
小お

鹿し
か

新し
ん

五ご

郎ろ
う

範み
つ

満の
り

（
義
忠
の
従
弟
）
が
死
去
し
て
お
り
、
こ
れ
が
竜
王
丸
側
に
よ
る
攻
撃
の
結
果
に
よ
る
敗
死
と

す
る
な
ら
ば
、
宗
瑞
に
よ
る
今
川
氏
の
内
乱
の
調
停
、
下
方
荘
・
興
国
寺
城
の
拝
領
と
い
う
所
伝
は
、
こ

の
事
件
に
際
し
て
の
も
の
と
み
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
先
の
所
伝
に
関
し
て
は
、
文
明
八
年
の
今
川

氏
の
内
乱
に
つ
い
て
記
す
「
鎌
倉
大お

お

草ぞ
う

紙し

」
に
は
、
宗
瑞
の
名
は
登
場
し
て
い
な
い
。
ま
た
そ
れ
ら
の
軍
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記
に
は
、
こ
の
長
享
元
年
の
事
件
に
つ
い
て
は
全
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
先
の
所
伝
は
、
こ
の
二

回
に
わ
た
る
今
川
氏
の
内
乱
を
混
交
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
明
八
年
の
今

川
氏
の
内
乱
に
お
け
る
宗
瑞
の
活
躍
と
い
う
の
は
、
な
か
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
宗
瑞
は
長
享
元
年
の
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
に
、
甥
竜
王
丸
の
今
川
氏
家
督
継
承
の
実
現

の
た
め
に
、
駿
河
に
下
向
し
て
き
た
、
と
み
ら
れ
る
。
時
に
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
今
川
範
満
に
よ
る
家
督
継
承
は
、
堀ほ

り

越ご
え

公く

方ぼ
う

足
利
政
知
（
義
政
の
庶
兄
）
と
相
模
国
守
護
扇

お
お
ぎ
が

谷や
つ

上
杉
氏
の
家
宰
太
田
道
灌
の
支
持
を
え
て
成
さ
れ
て
い
た
。
範
満
敗
死
の
前
年
の
文
明
十
八
年
七
月
に
、
扇

谷
上
杉
氏
に
お
け
る
内
訌
に
よ
り
、
道
灌
が
主
君
上
杉
定
正
に
よ
っ
て
謀
殺
さ
れ
、
こ
の
事
件
を
契
機
に
、

関
東
で
は
扇
谷
上
杉
氏
と
関
東
管か

ん

領れ
い

山や
ま
の

内う
ち

上
杉
氏
と
の
抗
争
（
長
享
の
乱
）
が
勃
発
し
た
。
道
灌
と
い
う
強

力
な
後
ろ
盾
を
失
っ
た
た
め
、
範
満
の
権
力
は
不
安
定
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。
宗
瑞
は
、
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
て
駿
河
に
下
向
し
、
反
範
満
勢
力
を
糾
合
し
て
一
気
に
範
満
を
討
滅
し
、
氏
親
の
家
督
継
承
を
実
現

さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
（
家
永
遵
嗣
「
明
応
二
年
の
政
変
と
伊
勢
宗
瑞
（
北
条
早
雲
）
の
人
脈
」）。

　

ち
な
み
に
先
の
下
方
荘
・
興
国
寺
城
拝
領
に
つ
い
て
も
伝
承
の
域
は
出
ず
、
史
料
に
よ
っ
て
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
興
国
寺
城
の
築
城
も
、
後
の
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
の
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ

の
所
在
は
駿
東
郡
で
あ
る
か
ら
、
下
方
荘
の
支
配
拠
点
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
下
方
荘
の
支
配
拠
点
と
し
て
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相
応
し
い
の
は
、
善
得
寺
城
で
あ
る
か
ら
、
同
荘
拝
領

が
事
実
と
す
れ
ば
、
そ
の
支
配
拠
点
と
し
て
拝
領
し
た

の
は
善
得
寺
城
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
大
塚
勲
「
今

川
義
元
那 

― 

史
料
に
よ
る
年
譜
的
考
察
」）。
こ
れ
に
対
し
て
、

駿
河
時
代
に
お
け
る
宗
瑞
の
在
所
と
し
て
確
認
さ
れ
る

の
は
、
西
駿
河
の
石い

し

脇わ
き

城
（
静
岡
県
焼
津
市
）
で
あ
る

（「
鈴
木
文
書
」
戦
四
一
四
五
）。
氏
親
は
、
駿
河
府
中
館
に

入
部
す
る
以
前
は
、
西
駿
河
の
丸ま

り

子こ

（
同
県
静
岡
市
）
に

居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
、
石
脇
城
は
そ
の
近
所
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
宗
瑞
は
、
氏
親
の
駿
河
府
中

館
入
部
の
前
後
頃
に
、
同
城
に
在
城
し
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。

宗
瑞
の
出
家

　

宗
瑞
は
、
氏
親
の
外
叔
父
と
い
う
姻
戚
関
係
に
加
え
、

駿 河 湾

駿 河

遠 江

（
静
岡
市
）

（
静
岡
市
）

安
倍
川

安
倍
川

（
焼
津
市
）

（
焼
津
市
）

（
富
士
市
）

（
富
士
市
）

富
士
川

富
士
川

（
伊
東
市
）

（
伊
東
市
）

相 模

伊 豆

蒲原城蒲原城

山伏岳山伏岳

光岳光岳

駿府城駿府城

大井川大井川

丸子城丸子城

石脇城石脇城
田中城田中城

相良城相良城

善得寺城善得寺城

富士山富士山

小田原城小田原城
足柄城足柄城

葛山城葛山城

興国寺城興国寺城
下方荘下方荘

沼津城沼津城
伊豆山権現伊豆山権現

箱根権現箱根権現

韮山城韮山城

修善寺城修善寺城

深根城深根城

下田城下田城

図 2　伊豆・駿河の城郭分布図

33



そ
う
し
た
氏
親
の
今
川
氏
家
督
継
承
に
お
け
る
功
績
に
よ
り
、
今
川
氏
家
中
に
お
い
て
台
頭
し
、
氏
親
を

支
え
る
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
宗
瑞
は
、
駿
河
下
向
後
の
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
五
月
ま

で
、「
伊
勢
新
九
郎
」
の
名
で
見
え
て
い
る
が
（「
北
野
社
家
日
記
」
小
Ⅰ
二
九
一
）、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
二

月
の
初
見
発
給
文
書
（「
伊
東
文
書
」
戦
一
）
で
は
法
名
宗
瑞
で
署
名
し
て
お
り
、
以
後
は
早
雲
庵
宗
瑞
と
称

し
て
い
る
。
宗
瑞
が
、
延
徳
三
年
五
月
か
ら
明
応
四
年
二
月
ま
で
の
間
に
、
出
家
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
契
機
に
つ
い
て
は
確
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
間
の
明
応
二
年
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
伊
豆
乱
入
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
こ
の
伊
豆
乱
入
を
契
機
と
し
て
出
家
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
出
家
は

政
治
的
転
機
に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
宗
瑞
に
と
っ
て
伊
豆
乱
入
は
ま
さ
に
大
き
な
政
治

的
転
機
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
出
家
は
、
一
方
で
は
幕
府
奉
公
衆
か
ら
の
退
任
と
そ
れ
に
と
も
な
う
幕

府
へ
の
出
仕
の
停
止
を
意
味
し
た
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
は
、
幕
府
権
力
か
ら
の
明
確
な
自
立
と
い
う
背
景

が
存
在
し
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
宗
瑞
の
法
名
は
、
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

大
徳
寺
系
の
も
の
で
あ
る
。
宗

瑞
は
、
幕
府
へ
の
出
仕
期
に
、
初
め
京
都
東
山
の
臨
済
宗
建
仁
寺
で
禅
を
学
び
、
次
い
で
文
明
十
三
年
以

降
の
あ
る
時
期
に
、
京
都
紫
野
の
大
徳
寺
に
参
じ
、
住
持
春し

ゅ
ん

浦ぽ

宗そ
う

凞ぎ

の
も
と
で
禅
を
学
ん
で
い
た
（「
東

渓
宗
牧
語
録
」「
玉
隠
和
尚
語
録
」
小
Ⅰ
三
二
八
・
三
五
〇
）。
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伊
豆
乱
入
の
背
景

　

宗
瑞
が
今
川
氏
家
中
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
、
戦
国
大
名
へ
と
転
身
を
遂
げ
て
い
く
、
も
っ
と
も
大
き

な
政
治
的
転
機
を
な
し
た
の
は
、
や
は
り
伊
豆
平
定
で
あ
ろ
う
。
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
の
室
町
幕
府
・

堀
越
公
方
足
利
氏
＝
関
東
管
領
山
内
上
杉
氏
と
古
河
公
方
足
利
氏
と
の
和
睦
で
あ
る
「
都と

鄙ひ

和
睦
」
の
の

ち
、
伊
豆
は
堀
越
公
方
足
利
政
知
の
分
国
と
さ
れ
て
い
た
。
政
知
が
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
四
月
に
死
去

す
る
と
、
そ
の
家
督
を
め
ぐ
っ
て
内
訌
が
生
じ
、
七
月
に
長
男
茶ち

ゃ

々ち
ゃ

丸ま
る

が
継
母
円
満
院
（
武
者
小
路
氏
）・
異

母
弟
（
政
知
三
男
）
潤じ

ゅ
ん

童ど
う

子し

を
殺
害
し
、
実
力
で
も
っ
て
そ
の
家
督
を
継
承
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
に
お
い
て
も
内
訌
は
収
ま
ら
ず
、
明
応
年
間
（
一
四
九
二
〜
一
五
〇
一
）
に
な
っ
て
、
茶
々

丸
は
外
山
・
秋
山
両
家
老
を
殺
害
し
、「
豆
州
騒
動
」
と
い
わ
れ
る
状
態
と
な
っ
た
と
い
う
（「
鎌
倉
九
代
後

記
」
他
）。
そ
う
し
た
伊
豆
に
お
け
る
内
乱
状
態
に
乗
じ
て
乱
入
し
た
の
が
宗
瑞
で
あ
っ
た
。
こ
の
宗
瑞
の

伊
豆
乱
入
時
期
に
つ
い
て
は
、
延
徳
三
年
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
が
、
小
和
田
哲
男
氏
は
、「
勝か

つ

山や
ま

記き

」（
小
Ⅰ
二
九
七
）
に
基
づ
い
て
明
応
二
年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（『
後
北
条
氏
研
究
』）。
ま

た
こ
の
事
件
は
、
通
説
的
に
は
、
宗
瑞
は
当
初
か
ら
関
東
経
略
の
野
望
を
抱
い
て
お
り
、
そ
う
し
た
宗
瑞

の
領
国
拡
大
と
い
う
野
心
に
基
づ
い
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
下
剋
上
的
性
格
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
当
時
の
宗
瑞
の
政
治
的
な
立
場
か
ら
み
る
と
、
そ
の
行
動
は
今
川
氏
の
政
治
行
動
の
一
環
と
し
て
な
さ

35 第 1章　　伊 勢 宗 瑞



れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
最
近
で
は
家
永
潤
嗣
氏
に
よ
っ
て
、
宗
瑞
の
伊
豆

乱
入
は
、
同
年
四
月
に
京
都
で
勃
発
し
た
幕
府
管
領
細
川
政
元
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
と
連
動
し
て
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（『
室
町
幕
府
将
軍
権
力
の
研
究
』）。

　

細
川
政
元
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
う
の
は
、
将
軍
足
利
義よ

し

材ぎ

（
義
稙
、
義
視
の
子
）
を
廃
し
、
義
高
（
義
澄
）

を
新
将
軍
に
擁
立
し
た
事
件
で
あ
る
。
義
高
は
、
実
は
政
知
の
次
男
清
晃
（
母
は
円
満
院
）
で
あ
り
、
政
知

死
後
の
内
訌
を
克
服
し
て
家
督
を
継
承
し
て
い
た
兄
茶
々
丸
は
、
彼
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
母
と
弟
の
敵
に

あ
た
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
も
堀
越
公
方
権
力
の
な
か
で
も
、
幕
府
・
関
東
勢
力
双
方
に
対
し
て
、
路

線
を
め
ぐ
る
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
が
政
知
派
と
茶
々
丸
派
と
の
対
立
、
そ
し
て
明
応
年
間
か
ら
の
内
乱
の

勃
発
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
氏
親
・
宗
瑞
は
中
央
政
界
に
つ
い
て
は
細
川
政
元
と
親
密

な
関
係
に
あ
り
、
堀
越
公
方
と
の
関
係
で
は
政
知
派
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
今
川
範
満
方
は
茶
々
丸

派
と
繫
が
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
た
め
範
満
討
滅
に
よ
り
、
茶
々
丸
派
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
も
宗
瑞
が
、
東
駿
河
の
富
士
郡
下
方
荘
を
支
配
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
伊
豆
の

内
乱
状
況
は
直
接
に
影
響
を
被
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
宗
瑞
は
、
中
央
に
お
け
る
細
川
政
元
に

よ
る
政
変
に
乗
じ
て
、
伊
豆
に
乱
入
し
、
対
立
勢
力
の
一
掃
を
図
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
実
際
の
伊
豆
乱
入
は
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
領
主
間
の
対
抗
関
係
と
も
連
関
し
て
行
わ
れ
た
。
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当
時
、
関
東
で
は
関
東
管
領
山
内
上
杉
顕
定
と
相
模
国
守
護
扇
谷
上
杉
定
正
に
よ
る
抗
争
（
長
享
の
乱
）
が

展
開
さ
れ
て
い
た
。
伊
豆
は
山
内
上
杉
氏
の
勢
力
圏
で
あ
り
、
同
氏
は
茶
々
丸
支
持
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
宗
瑞
は
、
乱
入
に
あ
た
っ
て
扇
谷
上
杉
氏
と
の
連
携
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
隣
国
甲
斐
で
も
、

守
護
武
田
信の

ぶ

縄つ
な

と
父
信の

ぶ

昌よ
し

・
弟
信
恵
に
よ
る
内
乱
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
氏
親
・
宗
瑞
は
、
こ
の
武
田
氏

の
内
乱
に
も
介
入
し
、
信
昌
・
信
恵
を
支
持
し
て
い
た
。
氏
親
・
宗
瑞
も
、
す
で
に
周
辺
領
主
の
対
抗
関

係
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
乱
入
後
に
、
茶
々
丸
は
国
外
に
逃
亡
す
る
が
、
そ
こ
で
は
山
内

上
杉
氏
・
武
田
信
縄
か
ら
庇
護
を
う
け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ら
の
対
抗
関
係
に
基
づ
く
も
の
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
長
享
の
乱
は
、
延
徳
二
年
以
来
、
一
時
的
な
和
睦
が
成
立
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
の
翌
年
の
明
応
三
年
七
月
か
ら
抗
争
が
再
発
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宗
瑞
の
伊
豆
乱
入
に
と

も
な
っ
て
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
宗
瑞
の
伊
豆
乱
入
が
、
関
東
に
お
け
る
内
乱
状
況
を
刺
激
し
、
長
享
の

乱
の
再
発
の
契
機
を
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
自
体
、
宗
瑞
の
行
動
が
、
長
享
の
乱
の
展
開
の
な

か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伊
豆
平
定

　

宗
瑞
の
伊
豆
乱
入
は
、
今
川
氏
や
上
杉
定
正
の
援
助
を
得
て
行
わ
れ
た
。
今
川
氏
か
ら
は
、
駿
東
郡
の
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国
衆
で
あ
る
葛か

ず
ら

山や
ま

氏
ら
が
動
員
さ
れ
た
。
葛
山
氏
は
、
同
郡
中
部
の
葛
山
城
（
静
岡
県
裾
野
市
）
を
本
拠
に
、

同
郡
中
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
支
配
す
る
国
衆
で
、
今
川
氏
に
従
属
し
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
。
宗
瑞
は
、

こ
の
葛
山
氏
の
娘
を
妻
の
一
人
と
し
て
い
る
か
ら
（「
豆
相
記
」）、
両
者
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
伊
豆
乱
入
は
宗
瑞
単
独
の
行
動
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
あ
く

ま
で
も
、
今
川
氏
の
軍
事
行
動
で
あ
っ
た
。

　

伊
豆
に
乱
入
し
た
宗
瑞
は
、
堀
越
御
所
を
攻
略
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
し
て
明
応
四
年
に
は
、
足
利
茶
々

丸
を
「
島
」（
伊
豆
大
島
で
あ
ろ
う
）
に
没
落
さ
せ
て
、
国
外
に
追
放
し
（「
勝
山
記
」）、
伊
豆
へ
の
進
出
を
果

た
し
た
。
そ
し
て
韮ひ

ら

山や
ま

城
（
同
県
伊
豆
の
国
市
）
に
移
り
、
同
城
を
本
拠
と
定
め
た
。
こ
れ
は
、
伊
豆
国
主

堀
越
公
方
足
利
氏
の
没
落
と
、
そ
れ
に
か
わ
る
宗
瑞
の
登
場
を
明
確
に
示
す
事
柄
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、

宗
瑞
は
「
豆ず

州し
ゅ
う」

と
称
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
伊
豆
国
主
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
。
こ
こ

に
宗
瑞
は
、
伊
豆
国
主
と
し
て
の
政
治
的
地
位
を
獲
得
し
、
い
わ
ば
戦
国
大
名
へ
の
仲
間
入
り
を
遂
げ
た
。

　

し
か
し
伊
豆
一
国
そ
の
も
の
の
平
定
は
、
た
だ
ち
に
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
通
説
で
は
、
茶
々
丸
は

伊
豆
乱
入
の
際
に
滅
亡
し
、
宗
瑞
に
よ
る
伊
豆
平
定
も
わ
ず
か
一
ヶ
月
で
遂
げ
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
国
内
に
は
茶
々
丸
方
勢
力
が
残
存
し
て
お
り
、
そ
の
抵
抗
を
う
け
、
明
応

六
年
ま
で
は
国
内
が
戦
乱
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
小
和
田
哲
男
『
北
条
早
雲
と
そ
の
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子
孫
』
他
）。
一
方
、
茶
々
丸
に
つ
い
て
も
そ
の
後
に
お
け
る
生
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
明
応
四
年
に
国
外
に
逃
亡
す
る
が
、
そ
の
後
は
山
内
上
杉
顕
定
・
甲
斐
武
田
信
縄
の
後
援
を
得
な

が
ら
、
武
蔵
か
ら
甲
斐
郡ぐ

ん

内な
い

に
居
留
し
て
お
り
（「
勝
山
記
」）、
伊
豆
奪
回
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
そ

し
て
明
応
七
年
八
月
に
、
茶
々
丸
は
宗
瑞
の
攻
撃
に
よ
り
、
甲
斐
で
滅
亡
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
（
家
永
遵
嗣
『
室
町
幕
府
将
軍
権
力
の
研
究
』）。

　

こ
の
間
、
宗
瑞
は
明
応
三
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
上
杉
定
正
の
援
軍
と
し
て
相
模
・
武
蔵
に
出

陣
し
て
顕
定
方
と
戦
い
（「
鎌
倉
大
日
記
」「
石
川
忠
総
留
書
」
小
Ⅰ
三
〇
〇
・
三
〇
一
）、
同
四
年
に
は
甲
斐
に
出

陣
し
て
武
田
氏
と
戦
い
（「
勝
山
記
」
小
Ⅰ
三
〇
三
）、
同
五
年
七
月
に
は
、
扇
谷
上
杉
朝
良
（
定
正
の
養
嗣
子
）

の
援
軍
と
し
て
、
弟
弥
次
郎
を
相
模
に
派
遣
し
て
顕
定
方
と
戦
っ
て
い
る
（「
伊
佐
早
謙
採
集
文
書
」「
勝
山
記
」

小
Ⅰ
三
〇
八
・
三
〇
九
）。
こ
れ
ら
は
長
享
の
乱
の
一
環
と
し
て
の
軍
事
行
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
宗
瑞
に
と

っ
て
は
茶
々
丸
追
討
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
七
年
八
月
、
宗
瑞
は
甲
斐
に
進
攻
し
、
つ
い
に
茶
々

丸
を
自
害
に
追
い
込
ん
で
、
名
実
共
に
堀
越
公
方
足
利
氏
の
討
滅
に
成
功
し
た
（「
王
代
記
」
小
Ⅰ
三
一
一
）。

こ
れ
に
よ
り
、
茶
々
丸
方
勢
力
の
抵
抗
も
終
息
を
み
た
よ
う
で
、
乱
入
以
来
六
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
末

に
、
伊
豆
一
国
の
平
定
に
成
功
し
た
。
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